
他者との関係構築的な社会認識形成を評価する中学校社会科の	
 

ペーパーテスト事例その２	
 

〔問	
 題〕 
	
 けん君とゆりさん達はテーマ「日本の食料自給率は低いのか？」について立場を決めた

、、、、、、
討論学習

の準備をしています。論点
、、
は次の通りです。 

 

 

 

 

 

	
 けん君は，「低いとはいえない
、、、、、、、、

」の立場
、、
から意見をするために，以下のように論点を整理することに

しました。次の各問いについて，⑴〜⑶はけん君
、、、

の立場
、、
から，⑷はあなた自身の

、、、、、、
考え
、、
を答えなさい。 

 

⑴	
 論点１を明らかにするため，けん君が用いるべき資料
、、、、、、、、、、、

はどれですか。原因と結果に用いるべきも

のを資料Ａ〜Ｆから選び，それぞれ記号で答えなさい。 

 

⑵	
 論点２を明らかにするため，けん君が用いるべき資料
、、、、、、、、、、、

はどれですか。原因と結果に用いるべきも

のを資料Ａ〜Ｆから選び，それぞれ記号で答えなさい。 

 

⑶	
 資料Ａ〜Ｆを適宜活用し，けん君
、、、

の立場から
、、、、、

，結論としての論点３について主張しなさい。その

際，ゆりさん達の立場（「低い，大丈夫ではない」）からの反論をあらかじめ予想し，より説得力

のある主張に仕上げること。 

 

⑷	
 けん君，ゆりさんどちらの立場もふまえ，このテーマにかかわって，あなた自身が自分なりの結

論を導き出すために，これから先，どのようなことに着目していけばよいと考えますか。着目す

ることとその理由を簡単に記述しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 
［資料出典］資料Ａ〜Ｆ全てのグラフ及び表は以下のサイトから引用した。 

	
 農林水産省 HP	
 食料自給率の部屋	
 http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/index.html 

論点１：なぜ，食料自給率は減少しているのか？ 

論点２：なぜ，カロリーベースと生産額ベースで食料自給率が異なるのか？ 

論点３（結論）：日本の食料自給率は低いのか･･･私たち日本人の食生活は大丈夫か？ 



資料Ａ．昭和 40 年以降の食料自給率の推移  

 
 
 
 
 
 
資料Ｂ．先進国におけるカロリーベースの食料自給率（平成 23 年） 

 
 
 
 
 
 



 
資料Ｃ．生産額ベース・カロリーベースの食料自給率の各国比較（平成 15 年） 

 
 
 
 
 
資料Ｄ．わが国における生産額ベース・カロリーベースの食料自給率比較（平成 23 年） 

 
 
 
 
 
資料Ｅ．供給純食料の推移（国民１人・１年当たり） 



 
資料Ｆ．米の消費量の推移	
 

 

 



本事例は以下のように「かかわりの知」による関係構築枠組を意図した設計となってい

る。 
 
社会事象間の関係（係わり）･･･関連性	
 

	
 ○事実関係の認識構築･･･小問⑴及び⑵ 

	
 ○価値関係の認識構築･･･小問⑶及び⑷ 

認識主体間の関係（関わり）･･･他者性	
 

	
 ○回答者（けん君）とは異なる立場，認識，判断の他者（ゆりさん）との対話的交渉が前提 

･･･小問⑶：特に，［解答例］の下線が該当部分 

社会事象と認識主体の関係（拘わり）･･･状況性	
 

	
 ○食の安全に関する社会論争問題としてのパフォーマンス課題	
 ･･･小問⑶及び⑷ 

○ 立場を決めた討論学習の学習活動遂行としてのパフォーマンス課題	
 ･･･小問⑶及び⑷ 

 

［解答例］ 
⑴ 原因･･･ＥとＦ，結果･･･Ａ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑵ 原因･･･Ｄ，結果･･･Ｃ 
 
⑶ 「低いとはいえない」･･･資料ＥとＦより，米の消費が減りパン食が増えたのでその原料の小麦や乳
製品など脂質，さらに大豆やトウモロコシなど輸入穀物を飼料とする肉など畜産物を多く消費するよ
うに日本人の食生活が変化したことが原因で，資料Ａのとおり生産額ベース，カロリーベースどちら
も食料自給率が減少した。同時に，資料Ｄのように，このことは，カロリーベースの食料自給率があ
まりに低く計算される原因となっているが，資料Ｃのように，生産額ベースで見れば，70％近くの食
料自給率を確保できている。この意見ついて，パン，乳製品，肉類を食べられなくなってしまうとい
う反論に対しては，資料Ｄの畜産物を見れば，輸入される小麦や油脂類の多くは家畜の飼料であり，
直接私たちの食料原料になっているわけではないこと，主食である米はほぼ 100％近く食料自給率を
確保できていることがわかるから，問題は深刻ではないことが主張できる。だから，私たち日本人の
食生活は大丈夫といえる。 

 
⑷ 日本人の食生活の変化と生産額及びカロリーによる食料の輸出入を根拠に日本の食料自給率の問題

を考えたが，今後，①農家の高齢化により，米作りなど日本の農業は今日の生産を維持できるのか，

②少子化が進むと海外から食料輸入も減らしてよいのではないか，この 2 点に着目して，食料自給率

の変化から日本の食生活が大丈夫か，考えていく必要がある。 


